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富山県高岡市濁Wと岩坪
たらいの
歯化石2本が，同市手洗野
1986年10月29日，富山県高岡市頭川と岩坪
より産出したサメ
なかや
に在住する中谷清一氏から富山県消費生活セ
ンターの和田裕子氏を通じて，富山市科学文
化センターに寄贈された。
これまでこの地域では，巨大なサメ歯化石
についての記載がないことから，同センター
の後藤はこれらの2本の標本と，後藤がこの
地域で採集したサメ歯化石1本の標本とをあ
わせて，鶴見大学の後藤に同定ならびに記載
を依頼した。その結果，それらは1本がQzγ‐
*富山市科学文化センター 研究業績第67号
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c"γOc陀s籾ggIz/0伽"’2本がQz元””ゆれ
“7℃"γjtzsの歯化石と同定された。ここにそ
れらの記載ならびに産出地点の地質などにつ
いて報告する。
Qzγc"γ0c/2s加agIzjodb〃については，1938
年～1939年に中谷氏が尋常小学校在学中，友
じようせい
人と高岡市頭川にある常'清寺の横を流れる
小川へサワガニ採集に行った際，小川の壁面
に一部露出していたサメ歯化石を発見し，採
集したものである。そして，現在までこの標
本を大切に保存していたが，公共の利用に資
することを希望し,和田氏に相談をした結果，
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同センターに寄贈することとなった。Qzγ‐
c"”ぱO〃cαγc”γjtzsの1標本については同
市岩坪の旧日本海頭川鉱山から採掘された土
砂の中より中谷氏が採集したものである。ま
た，c,cαγc”γjtzsのもうひとつの標本につい
ては，1986年9月14日に科学文化センター の
後藤が同じ採掘場の敷地内で採集したもので
ある。
本報告を行なうにあたり，発見者の中谷清
一氏ならびに和田裕子氏に心から感謝申し上
じb人
げる。また，高岡市立志貴野中学校の邑本順
覚教頭と富山県教育委員会の誠寿之指導
主事には現地調査に御協力いただき，文献等
の資料や多くの有益な御教示をいただいた。
かせ
さらに，金沢大学理学部地学教室の紺野義夫
やち
教授には谷内層についての貴重な文献等の資
料をはじめ，多くの御教示をいただいた。以
上の方々に厚くお礼申し上げる。
産地および地質
Caγc"”c彫s班agIzj”0〃（標本番号TO‐
YAFo震364）の産地は富山県高岡市頭川の常
情寺の南を流れる小川の下流である（36.45′
55"N，136.53'29'E，図1の左の×印)。Qzγ‐
c"”Jo〃“〃"""s(標本番号TOYA-Fo-362,
363)は同市岩坪(36.45'53''N，136°54'21"E）
でみつかった。TOYA-Fo-362は採掘場の敷
地内にあったもので,TOYA-Fo-363は道路工
事の際，採掘した土砂の中から発見されたも
のである（図lの右の×印)。
この地域の地質層序は邑本（1982）による
と表lのようになっており，産地の付近は新
第三紀中新世中期から更新世前期の北陸層群
谷内層と頭川層が分布している。Ca施加γひ
cjes班agzz/0伽卸は谷内層から，Qz元〃αmdり〃
cα沈加?ｲﾋzsは頭川層から産出した。
(1)谷内層
炭質物を含む灰青色の塊状泥岩で，風化す
図’ サメ歯化石の産出地点(X印)。左のX印からCarc向aroc/esが、右のX印からCa'℃力arodonが産出した｡A,Bは
頭ﾉ||層と谷内層の不整合が確認された場所を示す。国土地理院発行2.5万分の1地形図｢飯久保｣を使用した、
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るとその色は灰褐色～赤褐色になる。層厚は
600m以上と思われる。共産化石としては,頭
川西方の雨谷で穿孔性動物の生痕が見られる
ほかは珪藻類のような微化石のみで，化石は
乏しい｡上位の頭川層とは不整合関係である。
Qz〃””c"s〃Zag"/0‘O泥は不整合面から約7
～10m下の層準から産出した。谷内層は珪藻
類の化石によって，能登半島の灘浦海岸の姿
層に対比される(細野，私信)。姿層の時代は
中新世中期～後期とされている（TsucHIa
α/,,1981)。
(2)頭川層
全体的に非常に石灰質成分に富む細粒～中
粒砂岩よりなり，下位の谷内層とは岩相が全
く異なっている。層厚は250m前後である。
亀遊（1971）によると頭川層は上・中・下
部に分けられる。地質時代は鮮新世末期から
更新世前期である。
下部は数枚の凝灰岩の薄層をはさみ，鍵層
として追跡することができる。中部はレンズ
状～板状の石灰質団塊が見られ，上部には藻
類や苔虫類の化石の付着した直径約10cm以
下の花こう岩質の円喋を多く含んでいる。頭
川層は上位，下位の地層とは不整合の関係に
ある。共産化石としてはイタヤガイ科をはじ
め多くの二枚貝類が産出するが，腕足類，ウ
ニ類，フジツボ類，海綿類，苔虫類，有孔虫
類などの無脊椎動物化石も豊富である。また．
クジラやトドなど海生I甫乳類の化石もみつか
っている（亀遊，未記載)。松浦（1985）はこ
の動物群を頭川動物群とし，一般にやや沿岸
よりの岩礁性のもので，寒流の影響を受けた
海域の動物群集であると解析している。
下位の谷内層との不整合面は2カ所で確認
することができた（図lのA，B)。A地点で
は南東に緩く傾斜する谷内層の層理面に対
し，同じく南東に傾斜する頭川層がやや斜交
して重なっている。さらに頭川層の基底には．
量は多くないが直径約3～4cmの円操が存
在している｡喋種は花こう岩質岩が多い｡B地
点ではこの基底操の存在と下位の谷内層との
岩相の違いを確認した。また，B地点の対岸
表｜高岡市国吉・守山付近の層序表。邑本（'982）を改変
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には両層の境界の続きや谷内層の露出はみら
れず，上流の方まで頭川層が続いている。し
たがって，ここでは両層の間に断層が存在す
る可能性があるが，表土などに覆われている
ために断層は確認できなかった。なお，Qz〆
chαγ0.りれcα'℃"γjtzsの歯化石の詳細な産出
層準は不明である。
歯化石の記載
軟骨魚綱ClassChondrichthyes
板鯛亜綱SubclassElasmobranchii
サメ上目SuperorderGaleomorphii
ネズミザメ目OrderLamniformes
オトダス科FamilyOtodontidae
カルカロクレス属GenusQz妬勉mc陀s
Ca施如”c/Cs加瑠zzjoa0〃(AGAssIz）
左上顎側歯
（図2，図版Iの2a，b，c）
富山市科学文化センター所蔵標本
標本番号TOYA-Fo-364
歯は大きく，唇側面も舌側面も三角形を呈
する。歯冠の近・遠心両端と歯根の大部分は
欠如している。
歯冠は，近・遠心両側の鋭い刃状の切縁に
よって，唇側面と舌側面にわけられる。歯冠
は，全体としてひとつの大きな尖頭を形成し
ており，その先端は鋭い尖頭尖となっている。
唇側面は，ほとんど平面で，わずかな凹凸が
みられるのみである。舌側面は，歯冠の中央
部がもっとも高い凸面を呈している。そのも
っとも高い位置を舌側面隆線とすると，舌側
面隆線は歯頚線中央からわずかに遠心側に傾
くゆるい弧を描いている。
切縁は,近心縁が遠心縁よりわずかに長い。
両切縁とも，尖頭尖から近・遠心端まで，細
かい鋸歯がよく発達している｡両切縁とも,中
央より尖頭側の部分ではやや凸状であるが，
中央よりわずかに歯頚側の位置ではやや凹状
となり，全体としてS字型の湾曲をしめす。
凹状の位置は，近心縁の方が遠心縁よりわず
図2高岡市頭ﾉ||の谷内層から産出した化石巨大鮫Carcｶaroc/es")ega/oぴonの左上顎側歯。TOYA-Fo-364。左：唇側
面，右：舌側面｡×1
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かに尖頭側にある。
歯冠の表層を構成するエナメル質は，光沢
のある青色ないし灰色をおびた黄土色で，部
分的に青灰色を呈し，歯頚側の一部などには
焦茶色の膜様の付着物がついている。エナメ
ル質の厚さは0.1～0.2mmである。両面とも，
エナメル質に多数の垂直方向の割れ目が，切
縁よりやや歯頚側の位置から歯頚まで平行に
配列している。歯冠の表面，とくに唇側面の
遠心よりの部分に穿孔性微生物の生痕のよう
なものが観察される。
歯冠と歯根の間に存在する歯頚帯は，舌側
面でその一部がみとめられるのみである。
歯根部はその大部分が欠如している。歯根
部は，黄褐色ないし焦茶色の多孔質の骨様組
織で構成されている。
この歯は，現生のホホジロザメC"c"”
‘O〃“沌加γなsの歯（図版Iの1）と比較す
ると，左上顎側歯に似ている。しかし，現生
種の上顎歯と比べると,歯冠幅がやや小さく，
歯冠厚が大きいことから，あるいは右下顎側
歯である可能性も考えられる。
計測値は次のとおりである。歯の高さ80．
1＋mm，最大歯冠高73.5＋mm，唇側面歯冠
高66.8mm,歯頚帯をのぞく舌側面歯冠高58
0mm，歯頚帯を含む舌側面歯冠高63.7mm，
歯冠幅71.6＋mm，歯冠厚20.6mm，歯根厚
21.3＋mm，近心縁長79.6十mm，遠心縁長
76.4＋mmo鋸歯数は，近心縁111＋，遠心縁
98＋である。
RANDALL(1973）による現生ホホジロザメ
の歯冠の高さと体の全長との相関グラフをも
とにこの歯化石をもつサメの全長を推定する
と，約8m以上の巨大なサメであったことに
なる。なお，後藤・赤羽（1982）および後藤
(1984)に報告した本種の歯化石をもつサメの
全長は推定6.5mとなっているが，これは唇
側面歯冠高を規準としたもので，最大歯冠高
を規準にすれば約9.5mとなる。こちらの値
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の方がより近いものと考えられるので，訂正
する次第である。RANDALL(1973）によれば．
本種の最大長は13mとされている。
また，本種の属名については，これまでわ
が国では，現生のホホジロザメQzγc"γ0伽〃
“γc”γjtzsと同じQzγc"γ0.0〃属が用いられ
てきた。しかし,最近の研究(KuGA,1985MS；
CAPPETTA，1987など)によれば，本種はホホ
ジロザメとは別科であるオトダス科に分類さ
れており，したがって属名もJORDANand
HANNIBAL（1923）によるCaγc”γOcjgsとさ
れている。先に報告した後藤･赤羽（1982）に
よるQz沈加γ0伽匁加昭α/0.りれも，Qz叱加”
c/2s加ggzz/0α0匁に訂正されるべきである。
ネズミザメ科FamilyLamnidae
ホホジロザメ属GenusCa施加γ”0〃
Ca叱加γOa0〃cαγc〃αγjtzs（LINNAEus）
左上顎側歯
（図3，図版Iの3a，b）
富山市科学文化センター所蔵標本
標本番号TOYA-Fo-362
歯は唇舌的に薄く，唇側面も舌側面も三角
形を呈する。歯冠・歯根ともほぼ完全に保存
されており，歯冠は正三角形に近く，歯根は
長方形を呈する。
図3高岡市岩坪の頭川層から産出したホホジロザメ
Carc力aroぴoncarcha"asの左上顎側歯。TOYA-Fo．
362．左：唇側面，右：舌側面｡×’
後藤仁敏・後藤道治
歯冠は，近・遠心側の鋭い切縁により，唇
側面と舌側面にわけられる。歯冠は全体とし
てひとつの大きな尖頭を形成している。尖頭
は遠心側にゆるやかに傾斜する。尖頭尖の部
分や，切縁の鋸歯の先端は，摩耗により欠如
している。
唇側面はほとんど平面であるが，中央の歯
頚に近い部分がやや陥凹しており，その部分
では歯頚線より尖頭側にむかって3～4本の
長さ4mmほどの細い溝が,平行に配列して
いる。舌側面はやや膨隆しているが，その度
合は小さく，歯冠は唇舌的に薄い。舌側面に
も歯頚線から垂直方向に配列する細い溝がみ
られ，そのうち中央の溝はもっとも長く，エ
ナメル質の割れ目となっている。歯冠の細い
溝は,遠心側よりも近心側でより発達している。
切縁は，近心縁の方が遠心縁より長い。両
切縁とも中央付近でやや凹状をしめすが，そ
の程度は遠心縁の方がより深い。
歯冠の表面は，光沢を有する淡い青灰色の
エナメル質からなる。尖頭尖付近から両切縁
の尖頭側の部分は,他の部分より色が淡い｡歯
頚線に接する部分と尖頭尖の頂点は，黒色を
呈する。
歯頚線は唇・舌側面とも歯冠側にむかって
ゆるやかに凸湾している。凸湾の程度は唇側
面より舌側面の方がつよい。
歯根は，両面とも長方形をしめすが，中央
付近がやや尖頭側に突出する傾向をもつ。歯
根の基底部は薄く，全体に唇側に傾斜してい
る。その度合は近・遠心の両端で大きい。歯
根は多孔質の骨様組織から構成され，黒色な
いし焦茶色を呈し，表面とくに舌側面に白色
の石灰質物質が付着している（塩酸を作用さ
せると白色の物質は泡を出して溶解・消失す
る)。
現生標本(図版Iのl）との比較では，前か
ら7番目の左上顎側歯にもっとも類似する。
計測値は次のとおりである。歯の高さ34.3
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mm,歯の幅29.5mm,歯の厚さ5.7mm,最大
歯冠高268mm,唇側面歯冠高243mm,舌側
面歯冠高22.4mm,歯冠幅26.9mm,歯冠厚5.
2mm，近心縁長32.5mm，遠心縁長28.5mm・
鋸歯数は摩耗により定かではないが，近心縁
約40,遠心縁約35である。
この歯が7番目の歯と仮定すると，現生標
本との比較により，このサメの最大の歯であ
る1番前の歯の唇側面歯冠高は約35mmで
あったと推定される。この値をRANDALL
(1973)のグラフにあてはめると，この歯化石
をもつホホジロザメの全長は約4.0mであっ
たと推定される。
Qz流hama0〃“叱加流Zzs（LINNAEus）
右上顎側歯
（図4，図版Iの4a，b）
富山市科学文化センター所蔵標本
標本番号TOYAFo-363
前標本と同様，歯は唇舌的に薄く，三角形
を呈している。しかし，歯根の全部と歯冠の
近心端から歯頚部の近心側の部分が欠如して
いる。
歯冠の唇側面はほとんど平面であるが，切
縁より4～5mm中心から尖頭尖にかけて
の中央の部分はやや高まっている。また歯頚
図4高岡市岩坪の頭川層から産出したホホジロザメ
Carcharodonca応力a"asの右上顎側歯。TOYA-Fo‐
363．左：唇側面，右：舌側面｡×’
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線中央部より尖頭尖にかけて，わずかな隆線
がみとめられる。舌側面は全体に凸面を呈し
ている。舌側面には，歯頚より尖頭側にむか
って平行に10本ほどの溝が配列し，中央より
やや近心側の1本はエナメル質の割れ目とな
っている。
近心縁は直線に近いが，遠心縁は中央より
尖頭側の部分がわずかに凸状をしめし，中央
より歯頚側の部分がやや凹状をしめす。尖頭
尖から両切縁の部分は，摩耗して鋸歯の先端
が欠如している。
歯冠の表面は，厚さ1～2mmの光沢のあ
る淡い青灰色のエナメル質でおおわれるが。
その内部は淡い肌色の多孔質の硬組織から構
成されている。これは，骨様象牙質が二次的
に変質・硬化したものと思われる。歯頚側の
断面には，前標本と同様な白色の石灰物質が
付着している。歯冠の表面には，部分的に色
の濃いところがまだらに見られる。尖頭尖の
頂点の部分は黒色を呈する。
この歯は，現生標本(図版Iのl）と比較す
ると，前から4ないし5番目の右上顎側歯に
形態が似ている。
計測値は次のとおりである｡最大歯冠高4q
3＋mm，唇側面歯冠高38.0mm，舌側面歯冠
高35.0mm，歯冠幅32.0十mm，歯冠厚7.8
mm，近心縁長34.’十mm，遠心縁長41.5＋
mmo鋸歯数は，近心縁29＋，遠心縁39＋であ
る。
前標本と同様な方法でこの歯化石をもつサ
メの全長を推定すると，約4.7mとなる。
歯化石産出の意義
化石巨大鮫cZz沌加”c彪s脚ggzz/0””(従来
はQz'℃〃α””〃加agzz/Odb”とされていた）
は，中新世から鮮新世に世界の海洋に生息し
た史上最大の肉食魚で，わが国でも古くから
多数の歯化石が報告されている(後藤,1972；
上野ほか，1974；糸魚川･西本，1974；久家.
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中田，1980；後藤・赤羽，1982；上野･大城，
1982；後藤ほか，1983；上野・坂本，1984；
上野・渡部，1984；糸魚川ほか，1985など)。
一方，ホホジロザメQz元〃”0”〃“沌加γ‐
jtzsは，鮮新世から現在まで世界の海洋に生
息している現生では最大の肉食魚である。わ
が国からも近年多数の歯化石が報告されてい
る（上野・松島，1975；1979；糸魚川ほか，
1975；木村･西本，1980；上野･渡部，1984；
後藤ほか，1984など)。
しかし，両種が近接した地域から産出して
いる報告は，HATAIgｵα/・(1974）の仙台市付
近の例と上野・渡部（1984）の男鹿市の例が
あるのみである。すなわち，仙台市付近では，
中新世の茂庭層・七北田層と鮮新世の竜の口
層からQz流”γ0c/9s加ggzzjOαO〃を産し,中新
世の茂庭層からCa施加γ0””cα7℃”γjtzsを
産するとされている。また，男鹿市では，中
新世の女川層からC加電zzjOa0泥を産し，更
新世中期の安田層からC・Ca沈加γi“が産出
している。今回報告した高岡市では，中新世
後期（？）の谷内層からC班ggnjo伽刀を産
し，不整合で接するその上位の鮮新世末期か
ら更新世前期の頭川層からC・Ca沌加"“が
産出している。その産出層準も，またその産
出地点（図1）も，男鹿市の例よりはるかに
近接している。
先に述べたように，最近の研究（KuGA，
1985；CAPPETTA，1987)によれば，この2種
はネズミザメ目のなかでも別系統（科も属も
異なる）のものとされている。今回のように
時空的に近接した位置からの産出や，仙台市
の茂庭層からの共産の報告は，この考えを裏
づけているように思われる。
今後さらに資料が増加し，両種およびその
近縁種の歯の形態学的研究と，産出層準の層
位学的研究が統一して行なわれることにより，
ネズミザメ類のサメの系統が解明されること
を期待したい。
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図版1
1
後藤仁敏・後藤道治
現生および高岡市産化石ホホジロザメ属の歯
現生ホホジロザメQz’℃伽”山刀“た〃αﾌ7tzsの左側歯列。唇側面｡×2／量
A：前歯，I：中間歯，L：側歯，
P：後歯
2．高岡市頭川の谷内層から産出した化石巨大鮫Qz叱加γ“/9s加89上zJo"”の左上顎側歯。TOYA-Fo-364。
×1
2a：唇側面，2b：舌側面，2c：近心面
3．高岡市岩坪の頭川層から産出したホホジロザメQz1℃“”””c"℃"α”“の左上顎側歯◎TOYA-Fo-362。
×1
3a：唇側面，3b：舌側面
4．高岡市岩坪の頭川層から産出したホホジロザメC,“庇〃α"nsの右上顎側歯。TOYA-Fo-363｡×1
4a：唇側面，4b：舌側面
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